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 第四節は川劇の音楽以外の表現手法、表演程 ﹑式、舞台芸術、臉譜 変臉等について分析し、それが自作
品にどう応用されているかを見る。伝統文化の吸収には音楽以外の多種の元素からも掘り起こす必要が
あるという考えに基づく。表演程式とは、伝統的な戯劇の演出の基本的な技術形式を指す。臉譜とは、
役者の顔に図案を描くことであり、変臉は特殊な演技技術による役者の早変わりのことである。 
 筆者が川劇音楽の応用により生み出した作品には川劇音楽の安易な模倣はない。すなわち、単純に中
国的な記号、いわゆる「中国符号」を用いて中国音楽らしさを演出する方法とは一線を画し、伝統音楽
の追求から生まれた斬新な音響の中に中国音楽文化に内在する風格と持ち味が自ずと湧き上がることを
目指している。筆者が提示した試みが、伝統に根ざした音響創造の多様化を今後探索する上で、意義あ
る一歩になることを期待する。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 本論文は、申請者郭元の出身地である四川省地方を中心に発達した中国古典劇「川劇」を研究し、そ
の成果を創作の源泉とし、提出された三作品（「品」、「管湧」、「揺籃曲」）への応用について論じたもの
である。その応用とは「川劇音楽の安易な模倣」や中国的要素を用いて「中国音楽らしさを演出する方
法」とは一線を画し「伝統音楽の追求から生まれた斬新な音響の中に中国音楽文化に内在する風格と持
ち味が自ずと湧き上がる」ことを目指している。本論文と提出作品は、約９年間に渡り日本で学んだ彼
が、国外から中国伝統音楽と文化を見直したことによる成果と言えよう。 
 第一章で川劇音楽の概略を述べ（歴史に関する記述は不要との指摘があった）、第二章では川劇の鑼鼓
（川劇の打楽器）について解説し、第三章ではこれまでの分析の結果を踏まえ上記三作品への応用につ
いて詳細な解析が成される。しかし、中心となる第三章にて川劇の様々な語法がどのように作品に生か
されているかを譜例と共に述べているにも拘わらず、西欧の前衛音楽のうちにそれらを如何に抽象化さ
せていったのか、そのプロセスが語られていない。表面的には中国的音響を殆ど感じさせない彼の書く
音について、川劇独自の要素を西欧的語法の中に取り込み、普遍化させていったかの記述が必要であろ
う。勿論、彼と同じ創作者の立場として文章化するのが困難であることは承知しているが。 
 しかしながら、川劇の研究に基づく上記三作品の成果が極めて傑出していることは、審査員が一致し
て認めるところである。私とのレッスンでも川劇の語法の応用による作曲のプロセスを語ってくれたが
（それは単純に応用の域を脱してないように思えたが）、スコアを見、音を聴くと、それらは彼の内部に
確実に肉体化され、独特な時間構造による楽曲構成のうちに結実し、真に個性的な作品であることに気
付くのである。正に、かれの言う「新しい中国音楽の創造方法」を探求した成果と言えよう。そして再
び本論文に立ち返る時、「分析結果の創造的な応用」により「新しい音響作品の可能性」が探求され作品
に結実していることが理解出来るのである。 
 よって、作品と論文は一体を成しているとの観点から、審査員全員一致で成績「（削除）」をもって
合格と判断した。 
